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パーティションの設置訓練

消費を落ち込ませないために

導入したタブレット端末
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令
和
３
年
涌
谷
町
議
会
定
例
会
９
月
会
議
は
、
９
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日
間
（
休
会
２
日
間
含
む
）
の
日
程
で
開
催
し
、
令
和
２

年
度
決
算
の
認
定
１
件
、
報
告
３
件
、
令
和
３
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
20
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
７
項
目
に
つ
い
て
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
議
員
全
員
に
よ
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し
て
、
３
日
間
慎
重
に
審

議
し
、
認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
と
し
て
、
議
会
基
本
条
例
と
会
議
規
則
の
一
部
改
正
、
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
も
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

決 

算 

審 

査

９月
会議

明け暮れた1年でした明け暮れた1年でした
国からの交付金3億4600万円で行った 

主なコロナ対策事業

災害避難所感染症対策事業
　　　　　　　･･･５３４６万円

ＧＩＧＡスクール対応事業　
　　　　　　･･･　７７７９万円

地域商品券・割増し商品券
　発行事業　　･･･５３７２万円

災害避難所における感染拡大防止を図る
ため、パーティションや衛生用品などの
整備を行いました。

全世帯に商品券５０００円を交付する
とともに、３割増し商品券を発行して、
消費の喚起と経済の活性化支援を行い
ました。

文部科学省のＧＩＧＡスクール構想に基づ
き、ネットワーク整備に係る工事、タブレ
ット端末の購入などを行いました。

　ＧＩＧＡスクール構想とは、国の令和元年度補正予算に盛り込まれた、

全国の児童・生徒1人に1台のコンピューターと高速ネットワークを整備

する文部科学省の取り組みです。

　新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、各自治体では、計画を前倒

しして行いました。



令和２年度決算

会計名 歳 入 歳 出
※翌年度への
繰越財源額

実質収支額

一般会計

特別会計（３会計）

収益的収支

水道事業会計

下水道事業会計

病院事業会計

老人保健施設
事業会計

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ
事業会計
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決 

算 

審 

査

新型コロナウイルス対策に

　
実
質
収
支
比
率
が
３
・
６
％

と
な
り
、
適
正
な
範
囲
と
さ
れ

る
３
～
５
％
の
範
囲
内
と
な
っ

た
こ
と
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
適
正
な
予
算
執
行
が
行

わ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

　
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て

は
９
・
２
％
と
、
前
年
度
比

１
・
３
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
が
、

本
町
は
財
政
非
常
事
態
宣
言
を

発
令
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

財
政
状
況
に
は
引
き
続
き
注
視

が
必
要
で
あ
る
。

　
経
常
収
支
比
率
に
お
い
て
は
、

89
・
０
％
と
な
り
、
前
年
度

91
・
５
％
よ
り
更
に
改
善
し
た
。 

　　
町
税
全
体
の
収
納
率
は
95
・

５
％
で
、
前
年
対
比
０
・
３
ポ

イ
ン
ト
増
と
な
っ
た
こ
と
は
担

当
課
の
努
力
と
認
め
る
。

　
今
後
も
各
種
計
画
の
事
業
及

び
財
政
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
な

が
ら
、
よ
り
健
全
か
つ
効
率
的

な
行
財
政
の
運
営
に
努
め
ら
れ

る
よ
う
望
む
。

　
外
科
の
休
診
が
長
期
に
わ
た

り
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早

急
に
医
師
確
保
に
努
め
ら
れ
る

こ
と
を
望
む
。

　
医
業
費
用
の
改
善
傾
向
が
数

年
に
わ
た
り
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
医
療
現
場
と
共
に
事
務

方
が
力
を
合
わ
せ
た
努
力
の
成

果
と
評
価
す
る
。

　
国
保
病
院
の
あ
る
べ
き
姿
の

一
つ
と
し
て
、
近
隣
に
設
置
の

少
な
い
診
療
科
で
も
あ
る
人
工

透
析
の
検
討
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
病
院
で
人
工
透
析
を
行
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
人
と
金
を
町

に
還
流
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
通
院
し
て
い
る
患
者

の
負
担
軽
減
に
も
な
り
、
病
院

の
増
収
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ

る
。

　
ぜ
ひ
、
町
長
及
び
町
民
医
療

福
祉
セ
ン
タ
ー
長
の
英
断
を
期

待
し
た
い
。

令和２年度一般会計・特別会計等歳入歳出決算額

新型コロナウイルス対策に

105億1741万円

41億1200万円

収　入　　

4億330万円

4億8503万円

20億68万円

5億288万円

5279万円

103億2948万円

40億4968万円

支　出　　

3億7585万円

4億7221万円

20億4703万円

5億2323万円

6358万円

1008万円

－　　

－　　

－　　

－　　

－　　

－　　

－　　

1億7784万円

6232万円

収　支　 

2744万円

1282万円

△4634万円

△2035万円

△1078万円

※翌年度への繰越財源：年度内に完了しないため翌年度に繰り越す事業に充てるための財源。
※全て万円未満切り捨てのため数値が合わないことがあります。

国
民
健
康
保
険

　
　
病
院
事
業
会
計
の
意
見

一
般
会
計
の
意
見

決
算
審
査
を
終
え
て

財
政
分
析
指
標
か
ら

　
　
　
　
　
　
見
た
現
状
は

代
表
監
査
委
員

　
　
　 

遠
藤
　
要
之
助

監
査
委
員

　
　
　 

竹
中
　
弘
光

監査意見
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決 

算 

審 

査

　
　
　
　
伊
藤
　
雅
一
　
委
員

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
事
業
資

　
　
　
金
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

　
　
　
令
和
２
年
度
は
、
新
型

　
　
　
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
い
ろ

い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
き
た
半

面
、
で
き
な
か
っ
た
事
業
も
あ

っ
た
。
資
金
面
で
は
、
補
助
金

で
対
応
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　
佐
々
木
　
敏
雄
　
委
員

　
　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
制

　
　
　
度
を
実
施
し
た
結
果
、

ど
の
程
度
の
金
額
の
差
異
が
あ

っ
た
か
。

　
　
　
嘱
託
等
の
経
費
は
、
多

　
　
　
課
に
わ
た
っ
て
い
る
の

で
集
計
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
杉
浦
　
謙
一
　
委
員

　
　
　
経
済
セ
ン
サ
ス
の
調
査

　
　
　
活
動
を
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
活
用
法
が
あ
る
の

か
。
結
果
を
議
会
に
も
知
ら
せ

て
も
ら
い
た
い
が
。

　
　
　
総
合
計
画
策
定
の
際
の

　
　
　
分
析
な
ど
に
活
用
す
る
。

可
能
で
あ
れ
ば
議
会
に
も
知
ら

せ
る
。

　　　
　
佐
々
木
　
み
さ
子
　
委
員

　
　
　
出
生
数
が
減
少
し
て
い

　
　
　
る
が
、
移
住
者
、
若
者

世
帯
の
定
住
に
つ
な
が
る
手
厚

い
移
住
支
援
な
ど
の
考
え
は
。

　
　
　
令
和
６
年
か
ら
操
業
を

　
　
　
開
始
す
る
企
業
が
あ
る

の
で
、
若
者
の
移
住
に
期
待
し
、

今
後
、
施
策
の
検
討
を
行
う
。

　
　
　
　
杉
浦
　
謙
一
　
委
員

　
　
　
台
風
被
害
の
生
活
再
建

　
　
　
支
援
金
の
手
続
き
の
流

れ
は
。

　
　
　
福
祉
課
が
窓
口
と
な
っ

　
　
　
て
お
り
、
県
を
通
じ
て

公
益
財
団
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー

か
ら
振
り
込
ま
れ
る
。
現
在
、

５
世
帯
７
人
が
利
用
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
稲
葉
　
定
　
委
員

　
　
　
こ
の
事
業
を
休
止
し
て

　
　
　
い
る
理
由
は
何
か
。
こ

の
年
度
の
学
生
だ
け
が
不
公
平

に
な
る
。
財
政
再
建
を
理
由
に

中
止
し
て
よ
い
事
業
で
は
な
い

の
で
、
改
善
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
予
算
が
確
保
で
き
な
か

　
　
　
っ
た
。
次
年
度
は
獲
得

に
向
け
努
力
す
る
。

　
　
　
　
後
藤
　
洋
一
　
委
員

　
　
　
来
年
開
催
さ
れ
る
第
12

　
　
　
回
鹿
児
島
大
会
に
向
け

て
、
当
町
か
ら
出
品
で
き
る
保

留
牛
の
現
況
は
。

　
　
　
優
秀
な
成
績
を
収
め
る

　
　
　
た
め
、
和
牛
改
良
組
合
、

Ｊ
Ａ
新
み
や
ぎ
と
一
体
と
な
り
、

全
国
大
会
出
場
に
向
け
て
努
力

し
て
い
る
。

一
般
会
計
　
質
疑

歳
　
入

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は

総
務
費

歳
　
出

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

　
　
　
導
入
に
よ
る
比
較
は

　令和２年度の各種会計決算に

ついては、決算審査特別委員会

を設置し、９月１０日・１３日

・１４日の３日間で審査を行い

ました。

　ここでは、主な質疑と答弁を

掲載します。

決算審査
特別委員会

鈴木英雅委員長

経
済
セ
ン
サ
ス
の

　
　
　
　
　
活
用
方
法
は

生
活
再
建
支
援
金
の

　
　
　
　
　
　
　
流
れ
は

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
現
況
は

手
厚
い
移
住
支
援
の

　
　
　
　
　
　
　
考
え
は

民
生
費

看
護
師
等
奨
学
金

　
　
　
貸
付
事
業
の
再
開
は

衛
生
費

農
林
水
産
業
費
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決 

算 

審 

査

　
　
　
佐
々
木
　
敏
雄
　
委
員

　
　
　
森
林
経
営
管
理
制
度
は
、

　
　
　
何
年
間
の
事
業
計
画
で
、

管
理
の
意
向
調
査
の
結
果
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
業
務
委
託
は
希
望
が

あ
れ
ば
個
人
に
も
行
う
の
か
。

　
　
　
計
画
は
10
年
間
で
あ
り
、

　
　
　
53
件
の
対
象
の
う
ち
、

23
件
が
町
で
の
管
理
希
望
で
あ

っ
た
。

　
委
託
は
、
業
者
か
森
林
組
合

に
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
黒
澤
　
朗
　
委
員

　
　
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
管
理

　
　
　
人
が
い
な
い
、
と
の
町

民
の
声
が
あ
る
。
予
算
圧
縮
の

た
め
な
の
か
。

　
今
後
、
安
全
管
理
が
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
指
定
管
理
者

制
度
な
ど
も
含
め
て
、
早
急
に

問
題
解
決
す
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
現
在
、
公
民
館
と
海
洋

　
　
　
セ
ン
タ
ー
の
両
方
で
一

人
体
制
で
あ
る
。

　
今
後
、
利
用
者
の
声
を
聴
き

な
が
ら
、
検
証
を
重
ね
て
検
討

し
て
い
く
。

　
　
　
　
後
藤
　
洋
一
　
委
員

　
　
　
電
光
掲
示
板
（
ス
コ
ア

　
　
　
ボ
ー
ド
）
の
整
備
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
財
源
確
保
の
た
め
、

外
野
フ
ェ
ン
ス
に
看
板
を
、
広

告
料
と
し
て
充
て
て
い
る
球
場

も
あ
る
の
で
、
現
場
を
調
査
の

上
で
進
め
て
い
く
の
も
よ
い
と

思
う
が
。

　
　
　
見
積
り
を
徴
収
し
て
、

　
　
　
検
討
し
て
い
く
。
看
板

に
つ
い
て
は
、
意
見
や
提
案
を

聴
き
、
現
場
を
調
査
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

　
　
佐
々
木
　
み
さ
子
　
委
員

　
　
　
米
価
の
下
落
が
見
込
ま

　
　
　
れ
る
。
地
場
産
食
材
の

活
用
で
、
米
飯
を
主
に
し
た
学

校
給
食
の
考
え
は
。

　
　
　
現
在
、
週
４
日
の
米
飯

　
　
　
給
食
を
行
っ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
検
討
す
る
。

　
　
　
　
伊
藤
　
雅
一
　
委
員

　
　
　
借
入
金
の
金
利
は
、
平

　
　
　
均
で
ど
れ
く
ら
い
に
な

っ
て
い
る
か
。

　
　
　
１
千
万
円
以
上
だ
と
、

　
　
　
０
・
65
％
～
１
％
く
ら

い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
久
　
　
勉
　
委
員

　
　
　
基
金
を
６
億
円
近
く
持

　
　
　
っ
て
い
る
が
、
平
均
的

な
基
金
の
額
は
療
養
費
の
２
カ

月
分
程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
。

国
保
病
院
へ
の
支
援
、
例
え
ば

人
間
ド
ッ
ク
へ
活
用
で
き
な
い

か
。

　
　
　
国
保
病
院
と
検
討
し
て

　
　
　
い
く
。

公
債
費

森
林
経
営
管
理
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
は

米
飯
を
主
に
し
た

　
　
　
学
校
給
食
の
考
え
は

基
金
に
よ
る
国
保
病
院
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
支
援
は

借
入
金
の
金
利
は

　
　
　
　
　
　
い
く
ら
か

涌
谷
ス
タ
ジ
ア
ム
の

　
　
電
光
掲
示
板
の
整
備
は

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
管
理
は

教
育
費

国
保
会
計
　
質
疑

平成12年９月完成から
21年が経過した電光掲示板
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稲
葉
　
定
　
委
員

　
　
　
概
要
報
告
に
は
、
新
型

　
　
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
つ
い

て
の
記
述
が
な
い
が
、
実
際
に

は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
ま
た
、
陰
圧
テ
ン
ト
を
購
入

し
て
い
る
が
、
使
用
実
績
は
あ

る
か
。

　
　
　
受
診
控
え
な
ど
の
影
響

　
　
　
が
あ
っ
た
が
、
入
院
患

者
数
は
、
医
師
の
努
力
で
増
え

て
い
る
。

　
テ
ン
ト
は
非
常
時
に
使
用
す

る
も
の
な
の
で
、
今
は
そ
の
状

況
で
は
な
い
。

　
　
　
今
使
わ
な
い
で
非
常
時

　
　
　
に
、
と
言
う
が
、
い
つ

が
非
常
時
な
の
か
。
財
源
が
交

付
金
で
あ
っ
て
も
、
必
要
な
か

っ
た
の
で
は
。

　
　
　
陰
圧
で
き
る
テ
ン
ト
が

　
　
　
な
い
の
で
、
他
の
病
院

か
ら
の
転
院
な
ど
に
備
え
た
。

　
　
　
　
涌
澤
　
義
和
　
委
員

　
　
　
陰
圧
テ
ン
ト
の
数
や
室

　
　
　
内
室
外
用
の
別
、
付
随

機
器
な
ど
の
仕
様
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
　
室
内
用
の
テ
ン
ト
で
、

　
　
　
付
随
は
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

ー
方
式
の
エ
ア
コ
ン
が
一
基
で

あ
る
。
耐
用
年
数
は
、
付
随
機

器
共
に
７
年
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
黒
澤
　
朗
　
委
員

　
　
　
令
和
２
年
度
に
お
い
て
、

　
　
　
外
科
医
の
退
職
が
あ
っ

た
が
、
医
師
確
保
は
ど
う
す
る

の
か
。
退
職
し
た
こ
と
に
よ
る

収
入
へ
の
影
響
額
は
。
ま
た
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
マ
イ
ナ

ス
だ
が
、
日
々
の
運
営
は
大
丈

夫
か
。

　
　
　
外
科
医
確
保
に
向
け
て

　
　
　
は
、
セ
ン
タ
ー
長
、
事

務
長
が
各
方
面
に
働
き
か
け
努

力
し
て
い
る
。
外
科
医
退
職
に

よ
る
影
響
額
は
約
２
億
円
で
あ

る
。
資
金
不
足
は
一
時
借
入
れ

で
し
の
い
で
い
る
が
、
今
年
度

は
収
支
の
均
衡
が
と
れ
る
と
考

え
る
。

　
　
　
　
　
久
　
　
勉
　
委
員

　
　
　
職
員
の
配
置
で
、
約
１

　
　
　
千
万
円
も
の
赤
字
を
出

す
の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い

か
。
町
全
体
を
見
て
人
件
費
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
全
て
を
見
る
こ
と
は
で

　
　
　
き
な
い
が
、
今
後
も
町

長
の
立
場
で
判
断
し
て
い
く
。

　
　
　
　
杉
浦
　
謙
一
　
議
員

　
一
般
会
計
で
の
放
射
能
汚
染

廃
棄
物
対
策
経
費
２
４
１
５
万

１
４
７
円
に
つ
い
て
反
対
討
論

を
行
う
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
放
射
能
稲

わ
ら
を
焼
却
し
て
い
る
が
、
本

来
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
規
制
で
あ

っ
た
も
の
が
、
８
０
０
０
ベ
ク

レ
ル
ま
で
安
全
で
あ
る
と
い
う

の
は
疑
問
で
あ
る
。
バ
グ
フ
ィ

ル
タ
ー
に
お
い
て
も
、
製
造
メ

ー
カ
ー
は
「
95
％
の
放
射
性
物

質
除
去
」
と
の
見
解
で
あ
る
。

　
町
民
の
健
康
を
考
え
る
な
ら

ば
、
こ
の
事
業
を
早
く
中
止
す

る
よ
う
求
め
、
反
対
討
論
と
す

る
。

　　
　
　
佐
々
木
　
敏
雄
　
議
員

 
先
に
、
令
和
２
年
度
病
院
事

業
会
計
決
算
は
、
黒
字
が
見
込

ま
れ
る
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、

医
業
収
支
で
は
２
億
８
千
６
０

０
万
円
強
の
赤
字
で
あ
る
。
大

き
な
要
因
は
、
外
科
医
師
の
退

職
で
あ
る
。
病
院
運
営
の
先
を

見
据
え
た
医
師
確
保
に
問
題
が

あ
っ
た
た
め
の
結
果
と
思
わ
れ

る
の
で
、
反
対
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
黒
澤
　
朗
　
議
員

　
病
院
事
業
会
計
に
は
、
監
査

委
員
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
あ
る
。
病
院

事
業
の
在
り
方
が
早
急
な
問
題

だ
。

　
医
業
収
入
は
人
口
減
少
に
連

動
し
て
い
る
と
思
う
。
人
口
減

少
は
、
税
収
の
み
な
ら
ず
交
付

税
に
も
影
響
す
る
。
一
般
会
計

か
ら
病
院
へ
の
拠
出
金
に
も
影

響
が
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
将
来
の
医
業
収
入

が
現
状
維
持
は
考
え
ら
れ
な
い
。

病
院
事
業
の
抜
本
的
な
改
革
を

町
当
局
と
病
院
が
一
体
と
な
り
、

早
急
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待

し
て
反
対
討
論
と
す
る
。

本 

会 

議 

討 

論

人
件
費
の
バ
ラ
ン
ス
は

日
々
の
運
営
は
大
丈
夫
か

陰
圧
テ
ン
ト
の
仕
様
は

病
院
事
業
会
計 

質
疑

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
会
計
　
質
疑

ウイルスの拡散を防ぐ
陰圧テント
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案
審
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議 

案 

審 

議

○
涌
谷
町
児
童
福
祉
施
設
設
置

　
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
城
山
児
童
遊
園
の
遊
具
点
検

を
行
っ
た
結
果
、
使
用
不
能
と

判
定
さ
れ
た
た
め
、
遊
具
な
ど

を
撤
去
す
る
こ
と
と
し
、
条
例

の
廃
止
を
す
る
も
の
。

　
　
　
町
内
に
は
、
子
ど
も
た

　
　
　
ち
が
遊
べ
る
公
園
が
少

な
い
と
、
子
育
て
世
代
の
町
民

か
ら
言
わ
れ
る
。
町
と
し
て
、

今
後
、
公
園
を
設
置
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

　
　
　
地
域
ご
と
に
あ
る
よ
う

　
　
　
な
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
的

な
も
の
が
良
い
の
か
、
大
き
め

の
公
園
が
良
い
の
か
を
、
今
後
、

町
全
体
と
し
て
考
え
て
い
き
た

い
。

質
　
疑

今
後
の
公
園
設
置
の

　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
は

○人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（坊城延溟氏）
○人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（松本美由紀氏）
○専決処分の報告について（和解及び損害賠償額の決定）
○令和２年度涌谷町健全化判断比率及び公営企業における資金不足比率について
○放棄した債権の報告について
○涌谷町児童福祉施設設置条例を廃止する条例
○涌谷町個人情報保護条例の一部を改正する条例
○涌谷町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
　く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
○特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
○涌谷町手数料徴収条例の一部を改正する条例
○涌谷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
　一部を改正する条例
○涌谷町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
　例
○令和２年度涌谷町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
○令和２年度涌谷町下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

－町長から提案され審議した議案（補正予算を除く）－
提案された議案は、全て原案可決しました

９月会議で反対の表決のあった議案の採決状況
○：賛成　×：反対　議長は可否同数にならない限り採決に加わりません。

令和２年度涌谷町
各会計歳入歳出決算の

認定について

令和３年度涌谷町
一般会計補正予算

（第５号）

令和３年度涌谷町
国民健康保険病院事
業会計補正予算
（第２号）

× ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ 欠
席

欠
席

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠
席

欠
席

議
長

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠
席

欠
席

議
長

件 名

後

藤

洋

一

大

友

啓

一

大

泉

　

治

鈴

木

英

雅

杉

浦

謙

一

久

　

勉

伊

藤

雅

一

稲

葉

　

定

佐
々
木
み
さ
子

佐
々
木 

敏 

雄

竹

中

弘

光

涌

澤

義

和

黒

澤

　

朗



問答問答

問答問答

問答

問答
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９ 

月 

補 

正

（歳入）
・固定資産税……………………………………△１０４０万円
（歳出）
・道路長寿命化・道路改良工事…………………３２９６万円
・地域防災計画更新業務委託料…………………１０００万円
・涌谷第一小学校プール改修工事…………………５００万円

※万円未満切り捨て

＜一般会計補正予算（第５号）の主な内容＞

　
　
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る

　
　
　
固
定
資
産
税
の
減
額
と

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
生
産
な
ど

　
　
　
が
著
し
く
落
ち
た
商
工

業
者
の
支
援
策
で
、
償
却
資
産

の
減
免
が
あ
る
。

　　
　
　
遊
具
の
撤
去
な
ど
を
各

　
　
　
課
で
予
算
計
上
し
て
い

る
が
、
入
札
方
法
は
何
か
。
ま

た
、
今
後
に
公
園
を
設
置
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
一
括
入
札
方
式
を
考
え

　
　
　
て
い
る
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
新
し
く
設
置

す
る
考
え
は
な
い
が
、
関
係
課

な
ど
と
検
討
し
て
い
く
。

遊
具
の
入
札
方
法
は

　
　
　
黄
金
大
使
安
野
希
世
乃

　
　
　
さ
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、

純
米
大
吟
醸
「
稀
世
」
の
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　
今
年
度
も
昨
年
と
同
じ

　
　
　
生
産
本
数
を
予
定
し
て

い
る
の
で
、
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
。

　
　
　
み
や
ぎ
飲
食
店
コ
ロ
ナ

　
　
　
対
策
認
証
取
得
奨
励
金

は
、
20
店
舗
の
予
算
措
置
は
少

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
希
望
が
あ
れ
ば
受
け
付

　
　
　
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

制
限
は
な
い
。

　
　
　
当
町
の
ブ
ラ
ン
ド
飲
料

　
　
　
で
あ
る
「
は
と
麦
茶
」

が
販
売
休
止
に
な
る
の
は
な
ぜ

か
。

　
　
　
多
く
の
皆
様
に
飲
ん
で

　
　
　
い
た
だ
い
た
が
、
在
庫

が
残
り
、
休
止
と
な
っ
た
。

　
今
後
、
諸
課
題
を
検
討
し
、

目
的
を
持
ち
再
販
で
き
る
よ
う

に
考
え
る
。

　
　
　
数
年
後
、
従
業
員
４
０

　
　
　
０
人
程
度
の
企
業
の
操

業
が
開
始
さ
れ
る
。
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
う

回
路
な
ど
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
現
在
は
、
道
路
の
新
設

　
　
　
改
良
工
事
で
対
応
し
て

い
る
。
別
ル
ー
ト
の
建
設
に
は

課
題
が
あ
る
が
、
地
元
か
ら
の

要
望
も
あ
る
の
で
、
地
域
全
体

と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

補正
予算

歳
　
入

歳
　
出

コ
ロ
ナ
に
よ
る

　
　
固
定
資
産
税
の
影
響
は

「
稀
世
」
の
積
極
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｒ
を

は
と
麦
茶
の

　
　
　
販
売
休
止
の
理
由
は

企
業
の
立
地
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
道
路
対
策
は

コ
ロ
ナ
対
策
認
証
奨
励
金
の

　
　
件
数
が
少
な
い
の
で
は

質
　
疑

今後整備予定の涌谷浄化センター沿いの道路

き 

せ
い



問

答

問答問答

問答問答
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９ 

月 

補 

正

　
　
　
提
言
で
あ
る
が
、
町
道

　
　
　
や
各
課
施
設
の
営
繕
担

当
部
署
を
作
る
の
は
ど
う
か
。

　
　
　
全
体
と
し
て
の
公
共
施

　
　
　
設
等
総
合
管
理
計
画
の

完
成
度
を
高
め
な
が
ら
、
そ
の

場
限
り
の
施
設
管
理
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
再
構
築
し
た
い
。

　
　
　
地
域
防
災
計
画
の
見
直

　
　
　
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
や
変
更

な
ど
が
あ
る
か
。

　
　
　
今
回
は
、
地
域
防
災
計

　
　
　
画
の
見
直
し
で
あ
り
、

防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
は
行
わ

な
い
。

　
　
　
各
避
難
所
の
整
備
状
況

　
　
　
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

西
地
区
の
花
勝
山
地
域
の
避
難

所
整
備
と
設
置
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
広
報
や
避
難
訓
練
な
ど

　
　
　
を
含
め
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　
花
勝
山
地
区
に
お
い
て
は
、

石
坂
集
落
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ

改
修
な
ど
の
整
備
を
し
て
お
り
、

避
難
所
設
置
に
つ
い
て
は
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
第
一
小
学
校
プ
ー
ル
の

　
　
　
補
修
工
事
で
あ
る
が
、

も
っ
と
早
く
不
具
合
を
発
見
で

き
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
清
掃
な
ど
の
作
業
の
中

　
　
　
で
、
塗
装
の
剥
離
が
ひ

ど
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
他
校

や
民
間
の
プ
ー
ル
を
使
用
で
き

な
い
か
検
討
し
た
が
、
断
念
し

た
。

　
　
　
佐
々
木
家
住
宅
の
利
活

　
　
　
用
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

町
で
所
有
し
て
い
る
文
化
財
を
、

コ
ロ
ナ
収
束
後
に
、
公
開
や
展

示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
佐
々
木
家
住
宅
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
関
係
各
課
で
協

議
し
、
利
活
用
の
計
画
を
作
成

し
た
。
収
蔵
品
に
つ
い
て
は
、

公
開
展
示
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
。

　
　
佐
々
木
　
敏
雄
　
委
員

　
経
済
的
に
困
窮
す
る
世
帯
な

ど
へ
の
食
品
の
提
供
に
よ
る
孤

立
防
止
や
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
困
難
者
へ
の
手
助
け
、
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
へ
商
品
券
や
物

資
の
提
供
、
支
援
事
業
な
ど
、

職
員
同
士
が
話
し
合
い
、
考
え

抜
い
た
町
独
自
の
事
業
で
あ
り
、

温
か
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
精
神

が
感
じ
ら
れ
る
の
で
賛
成
す
る
。

　　
　
　
　
久
　
　
勉
　
委
員

　
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
が
、

な
ぜ
こ
の
時
期
な
の
か
。
職
員

で
は
で
き
な
い
の
か
。
昨
年
度

の
福
祉
計
画
は
、
職
員
が
自
ら

作
成
し
て
い
る
。

　
他
の
町
村
の
計
画
を
参
考
に
、

自
分
た
ち
で
作
る
と
い
う
気
概

が
見
ら
れ
な
い
の
は
残
念
で
あ

り
、
反
対
と
す
る
。

施
設
営
繕
担
当
部
署
の

　
　
　
　
　
　
　
　
設
置
を

花
勝
山
地
域
の

　
　
　
　
　
避
難
所
整
備
は

防
災
マ
ッ
プ
の

　
　
　
　
　
　
見
直
し
は

一
小
プ
ー
ル
修
繕
の

　
　
　
　
　
　
時
期
が
遅
い

佐
々
木
家
住
宅
の

　
　
　
　
　
　
　
利
活
用
は

討
　
　
　
論

石坂集落センター
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９ 

月 

補 

正

　
支
出
で
、
常
勤
医
師
の
確
保

に
伴
う
５
９
０
０
万
円
と
医
療

機
器
購
入
に
伴
う
増
額
を
す
る

も
の
。

　
　
　
医
師
増
で
収
入
が
見
込

　
　
　
ま
れ
る
。
今
回
予
算
計

上
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
関
係
の
収
入
も

　
　
　
あ
る
の
で
、
合
わ
せ
て

12
月
に
予
算
措
置
す
る
。

　
　
　
契
約
医
師
で
あ
り
、
公

　
　
　
務
員
の
身
分
が
な
い
こ

と
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

条
例
に
違
反
す
る
の
で
は
。

　
　
　
企
業
職
員
の
給
与
は
、

　
　
　
地
方
公
営
企
業
法
に
基

づ
き
、
セ
ン
タ
ー
長
が
決
め
る
。

病
院
事
業
会
計

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　
町
長
と
も
協
議
し
て
決
定
し

た
。

　
　
　
医
師
の
報
酬
（
年
俸
）

　
　
　
制
に
よ
る
採
用
は
賛
成

で
あ
る
が
、
ノ
ル
マ
は
課
し
て

い
る
か
。

　
　
　
医
師
一
人
当
た
り
１
億

　
　
　
８
千
万
円
ぐ
ら
い
の
収

益
を
期
待
し
て
い
る
。
１
年
更

新
の
契
約
で
あ
る
が
、
医
師
た

ち
も
病
院
の
役
に
立
ち
た
い
と

言
っ
て
お
り
、
改
善
が
期
待
で

き
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま

ん
延
防
止
措
置
が
適
用
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
事
業
者
協
力
金
・

支
援
金
に
つ
い
て
、
１
億
１
２

６
８
万
円
を
増
額
す
る
も
の
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
感
染
症
対
応
事
業
支
援

金
給
付
事
業
補
助
金
の
詳
し
い

内
容
は
。

　
　
　
令
和
３
年
10
月
～
12
月

　
　
　
の
売
上
が
、
前
年
ま
た

は
前
々
年
よ
り
減
少
し
て
い
る

事
業
者
に
10
万
円
を
支
給
す
る
。

　
　
　
商
工
会
に
は
、
多
く
の

　
　
　
事
業
者
が
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
る
相
談
に
来
て
い
る
。

飲
食
店
に
は
国
か
ら
の
措
置
が

あ
る
が
、
一
般
商
店
な
ど
に
は

措
置
が
な
い
。
町
独
自
の
対
策

を
行
う
考
え
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
町
融
資
の
在
り
方
な
ど
を

考
え
て
ほ
し
い
が
。

　
　
　
国
、
県
に
対
し
て
、
目

　
　
　
に
見
え
る
対
応
を
求
め

な
が
ら
支
援
を
考
え
て
い
き
た

い
。

医
師
へ
の
ノ
ル
マ
は

　
　
　
　
　
　
　
あ
る
の
か

医
師
の
報
酬
は

　
　
　
　
誰
が
決
め
る
の
か

質
　
疑

質
　
疑

○
議
発
第
８
号

涌
谷
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　…

（
賛
成
全
員
で
可
決
）

○
議
発
第
９
号

涌
谷
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

　
　…

（
賛
成
全
員
で
可
決
）

　　
こ
の
２
件
は
、
議
会
に
お
け

る
質
問
・
質
疑
の
方
法
な
ど
に

つ
い
て
の
改
正
を
す
る
も
の
。

○
議
発
第
４
号

「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
に
つ
い
て

　
　…

（
賛
成
全
員
で
可
決
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
影
響
に
よ
る
地
方
一

般
財
源
の
確
保
、
地
方
税
財
源

の
確
保
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理

大
臣
ほ
か
７
人
に
意
見
書
を
提

出
す
る
も
の
。

○
令
和
３
年
陳
情
第
２
号

件
名
　
辺
野
古
新
基
地
建
設

の
中
止
と
、
普
天
間
基
地
の

沖
縄
県
外
・
国
外
移
転
に
つ

い
て
国
民
的
議
論
を
行
い
、

憲
法
に
基
づ
き
公
正
か
つ
民

主
的
に
解
決
す
る
べ
き
と
す

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情

陳
情
者 

「
新
し
い
提
案
」

　
実
行
委
員
会
責
任
者
　

　
　
　
　
安
里
　
長
従
ほ
か

　○
令
和
３
年
陳
情
第
３
号

件
名
　
人
道
的
見
地
か
ら
、

沖
縄
防
衛
局
に
よ
る
「
沖
縄

本
島
南
部
か
ら
の
埋
め
立
て

用
土
砂
採
取
計
画
」
の
断
念

を
国
に
要
請
す
る
こ
と

陳
情
者
　
沖
縄
戦
遺
骨
収
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ガ
マ
フ
ヤ

ー
」
代
表
　
具
志
堅
　
隆
松

　
　

　
以
上
の
２
件
は
、
議
会
に

お
い
て
配
布
し
ま
し
た
。

追
　
加

コ
ロ
ナ
支
援
金
の
内
容
は

一
般
商
店
へ
の
支
援
は

議 

員 

発 

議

皆
さ
ん
か
ら
の

　
　
　
請
願
・
陳
情

医
師
増
に
よ
る
収
入
は
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　９月会議では、９月９日に一般質問が行
われ、４人の議員が町政について質問をし
ました。
　掲載されている質問と答弁は、質問した
議員が600字以内で要約し、広報分科会委員
が調製したものです。
　町のホームページでは、動画の録画配信
を行っていますので、そちらもぜひご覧く
ださい。

佐々木　敏　雄　議員（12ページ）
　①小中学校特別教室にエアコンの設置と

　　　　通学路の緊急対策必要箇所抽出について

　②病院事業決算を終え、資金不足等の

　　　　　　　　　　　　　解消策の考えは

伊　藤　雅　一　議員（13ページ）
　①わが町の財政について問う

  ②町の病院事業について問う

杉　浦　謙　一　議員（14ページ）
　①新型コロナウイルス感染症対策に

　　　　　　　　　　　　　ついての考えは

  ②町民バスの住民に依拠した運行に

　　　　　　　　　　　　　ついての考えは

稲　葉　　　定　議員（15ページ）
　①自然災害に対する備えを再度問う

一
　
般
　
質
　
問



教
育
長

問答
セ
ン
タ
ー
長

セ
ン
タ
ー
長

セ
ン
タ
ー
長
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財政負担額等を考え検討したい

佐
々
木 

敏
雄
議員

一
　
般
　
質
　
問

小中学校特別教室に
　　　　　　エアコンの設置を

資
金
不
足
等
解
消
計
画
の

　
見
込
み
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

病
院
の
改
革
を
更
に
進
め
る(

セ
ン
タ
ー
長)

解
消
計
画
を
推
進
し
改
善
を
図
る(

町
長)

　
　
　

小
中
学
校
の
特
別
教
室

　
　
　

は
、
全
学
年
が
使
用
す

る
が
エ
ア
コ
ン
が
な
い
。
設
置

す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
必
要
性
は
感
じ
て
い

　
　
　
　
る
が
、
電
気
設
備
な

ど
の
状
況
な
ど
で
、
事
業
費
が

変
動
す
る
。
町
長
部
局
と
相
談

し
、
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
財
政
負
担
額
や
維
持

　
　
　
　
管
理
費
な
ど
を
含
め
、

検
討
し
た
い
。

　
　
　

涌
谷
高
校
や
小
中
学
校

　
　
　

は
、
町
が
災
害
の
避
難

所
に
指
定
し
て
い
る
。
エ
ア
コ

ン
の
導
入
手
段
と
し
て
、
災
害

対
策
事
業
な
ど
も
模
索
し
て
は
。

　
　
　
　
避
難
所
と
し
て
の
活

　
　
　
　
用
面
か
ら
の
財
源
確

保
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　

馬
場
崎
の
水
路
上
に
あ

　
　
　

る
歩
道
は
、
小
中
学
生

と
高
校
生
が
対
面
登
校
し
て
お

り
、
腐
蝕
や
経
年
劣
化
が
進
ん

で
い
る
狭
い
通
学
路
で
あ
る
。

三
差
路
の
交
差
点
で
カ
ー
ブ
に

面
し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
な
く
、

危
険
な
箇
所
で
あ
る
た
め
、
整

備
に
向
け
、
国
に
要
請
を
行
う

べ
き
で
は
。

　
　
　
　
劣
化
も
激
し
い
よ
う

　
　
　
　
で
あ
り
、
町
道
で
も

あ
る
の
で
、
関
係
各
課
と
検
討

し
、
考
え
た
い
。

　
　
　

病
院
の
経
営
は
、
年
々

　
　
　

苦
し
い
状
況
に
思
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
病
院
経
営
健
全
化

の
取
り
組
み
方
針
だ
け
で
は
解

消
は
無
理
と
思
う
が
、
新
た
な

解
消
方
法
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
７
月
に
副
院
長

　
　
　
　
　
　
を
迎
え
た
。
院

長
と
連
携
し
て
、
病
院
の
改
革

を
さ
ら
に
進
め
て
行
く
。

　
　
　
　
資
金
不
足
等
解
消
計

　
　
　
　
画
を
推
進
し
、
収
益

を
改
善
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

方
針
で
「
町
の
規
模
に

　
　
　

合
っ
た
病
院
運
営
に
対

し
、
一
般
病
棟
の
在
り
方
を
検

討
す
る
。
」
と
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
検
討
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
病
床
稼
働
率
も

　
　
　
　
　
　
上
が
っ
て
い
る

の
で
、
現
状
で
継
続
し
て
行
く
。

　
　
　

医
師
が
退
職
し
た
こ
と

　
　
　

で
、
医
師
確
保
に
多
額

の
費
用
が
か
か
り
、
収
入
も
減

っ
て
い
る
。
医
師
の
退
職
は
十

分
配
慮
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
　
こ
ち
ら
の
要
望

　
　
　
　
　
　
に
対
し
、
対
応

で
き
か
ね
る
と
の
こ
と
で
、
や

む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　

町
長
の
考
え
る
持
続
可

　
　
　

能
な
病
院
の
在
り
方
、

姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
建
設
当
初
か
ら
の
町

　
　
　
　
民
医
療
福
祉
セ
ン
タ

ー
シ
ス
テ
ム
構
想
が
崩
れ
て
き

て
い
る
。

　
現
在
も
必
要
な
構
想
な
の
で

原
点
に
立
ち
返
る
。

　
　
　

有
識
者
会
議
で
提
案
さ

　
　
　

れ
た
「
町
の
身
の
丈
に

合
っ
た
病
院
運
営
」
に
対
し
、

身
の
丈
と
は
ど
の
よ
う
な
病
院

を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
身
の
丈
は
、
日
々
の

　
　
　
　
経
営
の
中
で
探
し
出

す
も
の
で
あ
る
が
、
近
々
に
探

し
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
　
般
　
質
　
問

　
　
　
現
在
の
財
政
状
況
と
、

　
　
　
そ
の
具
体
的
発
生
原
因

に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
平
成
31
年
１
月
に
財

　
　
　
　
政
非
常
事
態
宣
言
を

発
令
し
、
９
月
に
は
財
攻
再
建

計
画
を
策
定
し
、
現
在
、
計
画

を
推
進
中
で
あ
る
。

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
の

決
算
で
は
、
経
常
収
支
比
率
が

昨
年
度
か
ら
２
・
５
％
改
善
し

て
お
り
、
財
政
再
建
計
画
も
達

成
率
83
・
３
％
、
金
額
に
し
て

約
２
億
円
の
効
果
を
上
げ
て
い

る
。

　
　
　
今
後
の
財
政
管
理
、
財

　
　
　
政
対
策
に
つ
い
て
間
う
。

　
　
　
　
財
政
の
早
期
健
全
化

　
　
　
　
の
た
め
に
、
今
後
も

基
金
を
取
り
崩
さ
な
い
財
政
運

営
と
な
る
よ
う
改
革
を
進
め
、

財
政
規
律
を
保
っ
た
、
持
続
可

能
な
町
政
運
営
を
図
る
考
え
で

あ
る
。

　
　
　
財
政
再
建
計
画
５
か
年

　
　
　
が
、
未
達
成
に
至
っ
た

場
合
の
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
今
後
の
予
算
編
成
に

　
　
　
　
お
い
て
、
達
成
に
向

け
て
努
力
す
る
。

　
　
　
長
年
の
赤
字
続
き
に
よ

　
　
　
り
、
病
院
の
財
政
状
態

は
相
当
傷
ん
で
い
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
近
年
、
赤
字
経

　
　
　
　
　
　
営
を
強
い
ら
れ
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
心
配

を
か
け
て
お
り
、
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
。
黒
字
化
に
向
け
、

町
主
催
の
『
町
財
政
及
び
病
院

事
業
に
係
わ
る
有
識
者
会
議
』

や
病
院
内
の
「
検
討
会
」
で
議

論
を
重
ね
、
経
営
の
健
全
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
病
院
の
資
本
金
は
現
在

　
　
　
赤
字
に
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
　
経
営
の
健
全
化

　
　
　
　
　
　
に
は
、
医
師
の

確
保
を
は
じ
め
、
診
療
科
の
見

直
し
な
ど
行
っ
て
お
り
、
病
院

内
の
検
討
会
で
は
医
師
も
含
め

て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
、

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。
指
導
を
お
願

い
す
る
。

伊

藤

雅

一
議員

わが町の財政について問う

資金管理・事業運営の
　　　　　改革・改善に取り組む

病
院
は
赤
字
だ
が

　
　
　
　
　
　
今
後
の
対
応
は

ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
乗
り
越
え
る

財政再建の行方は
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６５歳以上の方で、９割が
　　　２回目の接種を終えている

杉

浦

謙

一
議員

一
　
般
　
質
　
問

新型コロナウイルス
　　　　　ワクチン接種の状況は

老
人
へ
の
福
祉
と
し
て

　
　
町
民
バ
ス
利
用
の
考
え
は

免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の

　
無
料
券
交
付
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る

　
　
　
涌
谷
町
内
の
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
接
種
が
進
ん
で
い
る
が
、

年
代
別
の
接
種
率
は
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。

　
　
　
　
現
段
階
で
、
65
歳
以

　
　
　
　
上
の
約
９
割
が
接
種

を
終
え
て
い
る
。
１
回
目
接
種

が
50
代
で
約
75
％
、
40
代
で
57

％
、
30
代
で
42
％
、
20
代
で
35

％
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
ど
の
く
ら
い
の
接
種
率

　
　
　
を
目
指
す
も
の
な
の
か
。

　
　
　
老
人
へ
の
福
祉
と
し
て

　
　
　
の
町
民
バ
ス
利
用
の
考

え
は
。

　
　
　
　
65
歳
以
上
の
運
転
免

　
　
　
　
許
証
自
主
返
納
者
に

対
し
、
町
民
バ
ス
無
料
券
を
交

付
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
自
宅
近
く
の
バ
ス
停
か
ら

目
的
地
ま
で
の
専
用
の
時
刻
表

を
作
成
す
る
「
マ
イ
時
刻
表
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
万
が
一
、
乗
車
拒
否
の

　
　
　
事
案
が
発
生
し
た
と
き

の
対
処
法
は
。

　
　
　
　
道
路
運
送
法
第
13
条

　
　
　
　
で
は
、
「
正
当
な
理

由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
乗
車

拒
否
は
行
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
初
、
60
～
70
％
の
接
種
率

で
、
集
団
免
疫
が
達
成
で
き
る

と
試
算
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
、

厚
労
省
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
効
果
は
わ
か
ら
な
い
と
の
見

解
で
あ
る
。

　
当
町
と
し
て
は
、
希
望
者
全

員
に
接
種
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
。

　
乗
車
拒
否
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
バ
ス
事
業
者
に
聴
き
取
り

を
行
い
、
事
実
が
確
認
さ
れ
た

場
合
、
改
善
す
る
よ
う
指
示
す

る
。
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一
　
般
　
質
　
問

稲

葉

　

定
議員

自然災害への備えを問う

資機材を準備して訓練する

　
　
　
当
町
は
自
然
災
害
の
う

　
　
　
ち
、
特
に
水
害
へ
の
備

え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

装
備
の
量
や
質
な
ど
は
万
全
か
。

　
ま
た
、
各
種
資
材
や
器
具
な

ど
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
十
分

な
訓
練
を
行
っ
て
い
る
か
。
災

害
の
想
定
に
つ
い
て
甘
さ
は
な

い
か
。

　
　
　
　
消
防
団
に
は
、
各
種

　
　
　
　
装
備
が
さ
れ
て
い
る
。

水
害
時
な
ど
に
使
う
ゴ
ム
ボ
ー

ト
や
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
ほ

か
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
救
援
資
機

材
が
あ
る
。
ボ
ー
ト
は
消
防
署

と
警
察
署
に
も
配
備
さ
れ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め

の
避
難
所
用
品
も
準
備
し
て
い

る
。

　
訓
練
に
つ
い
て
は
、
毎
年
総

合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
で
各
種
の
資
機
材
の

使
い
方
、
避
難
訓
練
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
災
害
の
想
定
に
つ
い
て
は
、

防
災
マ
ッ
プ
を
も
と
に
し
て
い

る
が
、
想
定
を
超
え
る
こ
と
も

視
野
に
入
れ
て
、
早
め
の
避
難

指
示
を
出
し
て
い
く
。

　
　
　
資
機
材
の
準
備
は
計
画

　
　
　
的
に
進
め
て
い
け
ば
よ

い
が
、
訓
練
は
消
防
団
に
限
ら

な
い
。
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
や
役

場
の
職
員
は
言
う
に
及
ば
ず
、

一
般
の
人
々
も
訓
練
し
て
こ
そ

災
害
防
止
の
意
識
が
上
が
る
の

で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
避
難
所
に
お
い
て
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
要
す
る
事
態

が
発
生
し
た
と
き
に
、
的
確
に

使
用
で
き
る
人
が
ど
れ
だ
け
い

る
の
か
。
訓
練
し
て
い
な
い
と

使
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
過
去
に
は
、
職

　
　
　
　
　
　
員
向
け
の
講
習

を
開
催
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、

再
度
、
講
習
を
考
え
る
。

　
　
　
　
訓
練
は
大
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
訓
練
で
で
き
な
い
こ

と
は
、
実
際
の
場
面
で
も
で
き

な
い
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
意

識
を
高
め
て
い
く
。

令和元年東日本台風

常に使えるように訓練を
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18

入生田 栄弘さん（下郡区）

農繁期のお忙しいところ、議会だよりへのご意見ありがとうございます。
町民の食卓に欠かせないおいしいお米と、「桜まつり」になくてはならないセリの生
産に頑張ってください。鳥獣被害、特に、鹿や猪などの対策については、隣接する市
町と情報を共有するよう、町に働きかけていきます。

　
今
年
も
ま
た
、
寒
い
冬
が
や
っ

て
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
も
ま
だ
見
え

な
い
ま
ま
、
生
き
づ
ら
い
日
々
が

流
れ
て
い
き
ま
す
。

　
町
の
各
種
行
事
の
中
止
、
米
価

の
下
落
、
株
価
の
高
騰
や
さ
ま
ざ

ま
な
格
差
の
拡
大
な
ど
、
予
測
の

で
き
な
い
世
の
中
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
穏

や
か
な
日
々
が
早
く
訪
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
澤
）

編
集
　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
分
科
会

　
分
科
会
長
　
稲
　
葉
　
　
　
定

　
副
分
科
会
長
　
黒
　
澤
　
　
　
朗

　
委
　
　
員
　
大
　
友
　
啓
　
一

　
委
　
　
員
　
久
　
　
　
　
　
勉

　
委
　
　
員
　
伊
　
藤
　
雅
　
一

　
委
　
　
員
　
涌
　
澤
　
義
　
和

N
o
.2
0
7

令
和
３
年
1
1
月
１
日
発
行

涌谷町をどういう町にしたいですか。

あなたのことを教えてください。

議会についてどう思いますか。

下郡地区で、米やセリの生産と販売を主に営んでいます。
自然を相手にする仕事ですが、近年では自然災害が時期を選ばず発生しており、また、
鹿の被害も多く発生しています。今後の課題として取り組んでいきます。

財政再建からの１日でも早い脱却を、町民は期待をしています。選挙の時の熱い熱意
を議会を通して町政にぶつけ、町民目線での改革をお願いします。

次世代の子どもたちが、「出身地は涌谷町」と自信を持って答えられるような、将来性
と連帯感のある町にしたいです。そして、行ってみたい・住んでみたい町になるよう、
仕事を通じて協力していきたいと思います。

次
回
の
定
例
会
は

12
月
８
日
か
ら

　   

開
催
予
定
で
す
。

　
詳
し
い
日
程
と
一
般
質
問

の
内
容
は
、
後
日
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
を

　
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
涌
谷
町
議
会
の
本
会
議
な

ど
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
当
議
会
で
は
、
議
会
の
内

容
を
動
画
配
信
サ
イ
ト
「
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
で
生
配
信

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
議
員
の
一
般
質

問
の
内
容
も
動
画
配
信
し
て

い
ま
す
の
で
、
左
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。


